
スケルツォ 

• 内容: 

ショパンのスケルツォは、伝統的な軽快さとは異なり、力強く、激しい感情が込め

られた作品です。特に第 2番（Op.31）が有名です。 

• 技術的ポイント: 

スケルツォでは、強烈なリズムと、激しい感情の表現が求められます。テンポの

速さとダイナミクスの急激な変化に対応する技術が必要です。 

ショパンのスケルツォは、彼の作曲技法と感情表現が凝縮された、非常にドラマティック

で力強い作品群です。スケルツォ（Scherzo）という言葉はイタリア語で「冗談」や「遊び」を

意味しますが、ショパンのスケルツォはその名に反して非常にシリアスで劇的な内容が多

いのが特徴です。彼はこの形式を四つの独立した作品として発展させ、それぞれが独自

の個性と深い表現を持っています。以下に、各スケルツォについて詳しく解説します。 

スケルツォ第 1番 ロ短調 Op.20 

• 概要: 1831年から 1832年にかけて作曲されたこの作品は、ショパンのスケルツ

ォの中でも特に激しい感情表現が際立ちます。彼の最初のスケルツォであり、後

に彼がこの形式を追求する上での重要な作品です。 

• 構造: 曲はロ短調で始まり、力強く激しい主題が登場します。中間部では、対

照的に非常に美しい抒情的なメロディが展開されますが、その後再び劇的な主

題が戻り、曲は激しさを増していきます。曲の終結は、特に力強く印象的です。 

• 演奏のポイント: 強烈な感情表現が求められるため、ダイナミクスのコントロールと

タッチの変化が重要です。特に中間部の美しさと外側の激しさとの対比を明確

に表現することが求められます。 

スケルツォ第 2番 変ロ短調 Op.31 

• 概要: 1837年に作曲されたこのスケルツォは、ショパンのスケルツォの中で最も

人気が高い作品です。深い悲しみと激しい情熱が交錯する内容で、演奏者に

も高度な技術が求められます。 



• 構造: 曲は暗く神秘的な序奏で始まり、次第に劇的なメインテーマへと発展しま

す。中間部では、有名な「クリスマスの子守歌」に基づく美しいメロディが展開さ

れ、再び激しいテーマに戻ります。曲の終結は、力強さと輝かしさが際立ちま

す。 

• 演奏のポイント: 変ロ短調の暗さと劇的なテーマのダイナミクスを強調しつつ、中

間部のメロディの美しさを際立たせることが重要です。特に、曲全体の構造をしっ

かりと把握し、感情の起伏を表現することが求められます。 

スケルツォ第 3番 嬰ハ短調 Op.39 

• 概要: 1839年に作曲されたこのスケルツォは、他のスケルツォと比べて特に形式

が凝縮され、よりコンパクトで緊張感が漂う作品です。劇的な展開と抒情的な

部分が密接に絡み合っています。 

• 構造: 曲は冒頭から非常に力強く、強烈な主題が展開されます。中間部で

は、明るく美しいメロディが現れ、穏やかな雰囲気が一瞬広がりますが、再び劇

的な展開が戻り、曲は壮大な終結を迎えます。 

• 演奏のポイント: 力強さと緊張感を保ちながら演奏することが重要です。特に、

急速なパッセージやダイナミクスの変化を正確に表現し、曲全体の一体感を維

持することが求められます。 

スケルツォ第 4番 ホ長調 Op.54 

• 概要: 1842年に作曲されたこのスケルツォは、他の三つのスケルツォと比べて、

より明るく穏やかな性格を持っています。それでもなお、ショパンの感情表現が非

常に豊かに表れた作品です。 

• 構造: 曲はホ長調の明るい主題で始まり、その後、変ロ長調の優雅な中間部

が展開されます。再びメインテーマが戻り、曲は華麗で力強い終結を迎えます。 

• 演奏のポイント: 明るさと優雅さを持ちながら、曲の中に潜む深い感情を表現す

ることが重要です。特に、リズムの安定感とメロディの流れを維持しつつ、曲全体

の構造を意識して演奏します。 

 



これらのスケルツォは、ショパンが独自に発展させた形式であり、彼の感情や思想が凝

縮された非常に重要な作品群です。各スケルツォには、それぞれ異なるドラマや詩的な

要素が含まれており、演奏者にとっては技術的だけでなく、感情的なチャレンジも求めら

れる作品です。 
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